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　かつて、井岡一翔選手の父親「井岡一法氏」（旧橘町安下庄出
身）もプロボクサーであり、叔父の井岡弘樹氏は、元世界
２階級制覇王者であります。
　井岡一翔選手は、プロデビュー後、国内最速で世
界チャンピオンのベルトを手にし、無敵のまま
WBA・WBC統一王者の３階級制覇を達成しました。
『ボクシング界のサラブレッド』という通称もあります。
　井岡一翔選手は、父親のふるさとであります「周防大島の地」
で毎年、数回トレーニングに励んでおります。
　我が郷土「周防大島町」にゆかりがある、ボクシング界の
エース 井岡一翔選手にスポットをあててみました。なお、
７月20日には、WBA世界フライ級タイトルマッチがありま
す。ご声援をお願いします。

世
界
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
井
岡
一
翔
選
手
（
写
真
上
中
央
）
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議
案
等
の
内
容
は
、繰
越
明
許
費

繰
越
額
の
報
告
１
件
、専
決
処
分
の

報
告（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
）

２
件
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
３
件
、
平
成
28
年
度

各
会
計
補
正
予
算
３
件
、条
例
の
制

定
１
件
、条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
そ

れ
ぞ
れ
の
案
件
に
つ
い
て
は
慎
重
審

議
・
討
論
・
採
決
し
全
て
可
決
さ
れ
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
吉
田
芳
春
議
員

（
落
石
防
止
の
安
全
対
策
・
中
学
校
統
合

の
方
向
性
・
今
こ
そ
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
）、
広
田
清
晴
議
員
（
長
浦
リ

ゾ
ー
ト
負
債
の
処
理
・
中
学
校
一
校
統

合
・
定
住
促
進
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
）、
平

野
和
生
議
員
（
次
期
町
長
選
挙
に
お
け

る
町
長
の
意
向
）
に
つ
い
て
３
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
椎
木
巧
町
長
・
西

川
敏
之
教
育
長
ほ
か
執
行
部
に
対
し

て
私
た
ち
の
身
近
な
行
政
や
教
育
行

政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

議
員
定
数
〝
削
減
〞

　
16
人
か
ら
14
人
へ

10
月
の
町
議
選
か
ら

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
先
に
住

民
の
方
々
か
ら
議
員
定
数
に
対
す
る

要
望
が
あ
っ
た
。

　

議
員
定
数
削
減
あ
り
き
で
は
な

く
、
定
数
増
か
、
現
行
ど
お
り
で
よ

い
な
ど
の
要
望
を
踏
ま
え
、多
岐（
人

口
・
面
積
・
財
政
状
況
・
他
町
と
の

比
較
な
ど
）
に
わ
た
っ
て
議
員
間
で

引
き
続
き
議
論
を
行
っ
た
。

　

こ
の
た
び
、
周
防
大
島
町
議
会
の

議
員
定
数
を
現
行
「
16
人
」
を
「
14

人
」
に
削
減
す
る
条
例
の
一
部
改
正

案
は
議
員
発
議
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ

た
。

　

議
員
定
数
を
議
会
自
ら
が
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
一
人

ひ
と
り
の
議
員
は
真
剣
に
考
え
ぬ

き
、
そ
れ
相
応
の
覚
悟
を
持
っ
て
慎

重
審
議
し
、
反
対
討
論
を
広
田
清
晴

議
員
、
賛
成
討
論
を
吉
田
芳
春
議
員

が
行
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
13
人
、
反
対

１
人
で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

「
議
会
が
変
わ
れ
ば
、
も
っ
と
住
み

よ
い
住
み
た
く
な
る
ま
ち
に
な
る
は

ず
」
と
い
う
思
い
で
議
会
は
今
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

今
日
、
地
方
分
権
・
地
方
創
生
と

い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会

の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

更
に
議
員
一
人
ひ
と
り
に
高
い
資

質
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
町
の
議
員
定
数
は
、
今
後
、
人

口
の
推
移
や
社
会
構
造
な
ど
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
町
民

皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。

　

な
お
、
次
期
、
周
防
大
島
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
今
年
の
10
月
18
日

（
火
）
に
告
示
、
10
月
23
日
（
日
）

に
投
開
票
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
周
防
大
島
町
長
選
挙
も
同

日
程
で
執
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

６
月
定
例
会
概
要

６
月
定
例
会
概
要

　

平
成
28
年
第
２
回
議
会
定
例
会
は
、
６
月
６
日
に
本
会
議
を
開
会

し
、
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
６
月
14
日
に
閉
会
し
た
。

条
例
の
改
正
・
制
定

▼ 

町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
　「
可
決
」

周防大島町議会議場

「
議
員
定
数
の
推
移
」

・
平
成
16
年
合
併
前
　
　
56
人

・
平
成
16
年
合
併
当
初

　
26
人

・
平
成
19
年
11
月
〜

　
　
20
人

・
平
成
24
年
11
月
〜

　
　
16
人

・
平
成
28
年
11
月
〜
　
　
14
人
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議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
上

限
が
地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
制
限
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成
23
年
の
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、
上
限
が
撤
廃

さ
れ
た
。

　

議
員
定
数
を
何
名
に
す
る
か
は
、

各
自
治
体
の
意
思
に
よ
り
決
定
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
引
き
上
げ
と

軽
減
世
帯
の
拡
大

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
等
に
係
る
課
税
限
度
額
52
万
円
を

54
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
17
万
円

を
19
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

の
対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
に
つ
い

て
、
５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に
お
い
て

被
保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額

26
万
円
を
26
万
５
千
円
に
、
２
割
軽

減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定

所
得
の
算
定

に
お
い
て
被

保
険
者
の
数

に
乗
ず
べ
き

金
額
47
万
円

を
48
万
円
に

引
き
上
げ
る

も
の
。

犯
罪
被
害
者
支
援
へ

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
、
犯
罪
被
害
者
等
に

対
す
る
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
。

▼ 

周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼ 

周
防
大
島
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定

大島幹部交番の移転建設予定地・大島防災センター西隣

市町名 人口（人） 面 積（㎢） 定数（人） 人口/定数
光   市 52,369 92.13 １８ 2,909

柳 井 市 33,134 140.05 １８ 1,841

周防大島町 17,468 138.09 １６ 1,092
田 布 施 町 15,688 50.42 １３ 1,207

平 生 町 12,428 34.58 １２ 1,036

上 関 町 3,005 34.69 １０ 301

＝近隣市町の議員定数＝ （人口は 28 年５月現在）

氏
名（
議
席
順
）

採
　
決

魚
谷　

洋
一

欠
席

平
川　

敏
郎

○

田
中
隆
太
郎

○

広
田　

清
晴

×

久
保　

雅
己

○

中
本　

博
明

○

魚
原　

満
晴

○

今
元　

直
寛

○

松
井　

岑
雄

○

平
野　

和
生

○

吉
田　

芳
春

○

浜
本　

康
裕

○

新
山　

玄
雄

○

小
田　

貞
利

○

尾
元　
　

武

○

荒
川　

政
義

－

「
採
決
の
結
果
」

（注）○は賛成、×は反対の表示。荒川議長は採決に加わらない。

補正前の額 補正額 計
一 般 会 計 13,902,000 28,153 13,930,153
国保特別会計 3,849,582 3,338 3,852,920
渡船特別会計 85,001 151 85,152

【補正予算】 （単位：千円）
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問　

島
根
県
の
県
道
で
通
行
中
の
軽

自
動
車
に
直
径
約
１
メ
ー
ト
ル
の
落

石
が
直
撃
し
、
助
手
席
に
乗
っ
て
い

た
県
内
の
女
子
学
生
が
死
亡
す
る
事

故
が
あ
っ
た
。
今
回
の
崩
落
現
場
に

は
、
防
御
用
ネ
ッ
ト
の
金
網
も
モ
ル

タ
ル
の
吹
き
付
け
も
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

　

本
町
の
国
道
４
３
７
号
線
の
長
浦

地
区
に
「
落
石
注
意
」
と
表
示
し
た

看
板
が
数
年
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
。「
落
石
注
意
」
の
立
て
看
板
の

標
識
だ
け
で
落
石
防
止
の
安
全
対
策

は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
25
年
６
月
の
落
石
時
、
道

路
利
用
者
へ
の
落
石
に
対
す
る
注
意

喚
起
の
た
め
に
設
置
し
た
。
現
在
は

道
路
法
面
に
浮
石
等
は
確
認
で
き
て

お
ら
ず
、安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問　

今
か
ら
約
９
年

前
、
小
中
学
校
統
合
問

題
推
進
協
議
会
は
、
そ

れ
ま
で
の
保
護
者
説
明

会
32
回
、
統
合
問
題
懇

談
会
16
回
、
そ
し
て
議

会
全
員
協
議
会
等
へ
の

説
明
後
、
平
成
19
年
４

月
９
日
に
、
中
学
校
統

合
の
在
り
方
に
つ
い
て

慎
重
審
議
を
行
っ
た
結

果
、
平
成
29
年
４
月
に

１
校
へ
の
統
合
を
目
指

す
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
保
護
者
・
地
域
の
声
に
配
慮
し

な
が
ら
進
め
る
よ
う
教
育
委
員
会
へ

答
申
を
行
っ
て
い
る
。
今
現
在
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

当
時
の
住
民
代
表
、
学
校
関
係

者
及
び
議
会
が
参
加
し
た
議
論
を
踏

ま
え
た
上
で
、
推
進
協
議
会
が
出
さ

れ
た
答
申
で
あ
り
、
現
在
の
教
育
委

員
会
と
し
て
も
大
変
尊
重
す
べ
き
で

あ
る
。

問　
「
中
学
校
統
合
に
関
す
る
町
民

意
識
調
査
報
告
書
」
が
、
昨
年
の
11

月
に
公
表
さ
れ
て
か
ら
未
だ
持
っ
て

中
学
校
統
合
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
示
さ
れ
て
い
る
の
は
各
学

校
運
営
協
議
会
の

意
見
集
約
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
参
考
に
教
育

委
員
会
議
で
協
議

し
、
中
学
校
統
合

問
題
の
案
を
今
年

の
11
月
に
作
成
す

る
と
し
て
い
る
が
、

計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
学
校

運
営
協
議
会
に
よ

っ
て
は
、
保
護
者

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
区

住
民
を
対
象
と
し
た
地
区
別
懇
談
会

を
開
き
意
見
集
約
に
努
め
て
い
る
。

次
第
に
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

問　

郡
内
の
全
４
中
学
校
の
生
徒
が

約
２
５
０
人
足
ら
ず
に
な
っ
た
現
状

を
直
視
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
中

学
校
を
統
合
す
る
の
か
し
な
い
の

か
、
統
合
す
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
中

学
校
に
い
つ
か
ら
統
合
す
る
の
か
を

早
く
結
論
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

答　

11
月
に
各
学
校
運
営
協
議
会
か

ら
出
さ
れ
る
意
向
調
査
票
に
つ
い
て
、

12
月
以
降
に
新
教
育
長
が
、
改
選
後

の
町
長
に
よ
り
、
同
じ
く
改
選
後
の

議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育
長
が
教

育
委
員
長
を
兼
ね
る
新
制
度
に
基
づ

く
教
育
委
員
会
に
お
い
て
協
議
す
る
。

問　

統
合
賛
成
系
の
意
見
を
踏
ま
え

て
統
合
校
舎
を
久
賀
中
学
校
と
な
っ

て
い
る
が
、他
の
中
学
校
の
統
合
校
舎

に
な
っ
た
場
合
、今
か
ら
２
年
前
の
平

成
26
年
に
約
７
億
８
百
万
円
で
新
校

舎
を
改
築
し
た
久
賀
中
学
校
の
校
舎

を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答　

仮
に
そ
の
よ
う
な
方
針
と
な
っ

た
場
合
、
他
の
廃
校
校
舎
と
同
様
に

地
元
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
跡
地
利

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

落
石
防
止
の
安
全
対
策
を

中
学
校
統
合
の
方
向
性
は

吉田芳春議員

地 区 別 懇 談 会

国道長浦地区に
落石注意の看板
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問　

バ
ブ
ル
期
の
負
債
の
処
理
（
長

浦
リ
ゾ
ー
ト
）
は
町
長
が
本
気
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
大
き
な
懸
案

の
一
つ
、
昨
年
示
さ
れ
た
資
料
に
よ

る
と
１
億
７
，８
０
０
万
円
の
負
債
残

高
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
処
理
方
法
と
し
て
出
資
金
を

90
％
減
少
し
債
務
に
あ
て
る
。
指
定

管
理
料
が
少
な
い
の
で
非
公
募
に
し

た
い
。
会
社
と
し
て
新
た
に
借
り
入

れ
を
起
こ
す
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

①
瀬
戸
内
海
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会

社
の
負
債
ピ
ー
ク
は
平
成
９
年
に

２
億
４
，６
０
０
万
円
で
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

②
資
本
金
を
99
％
減
少
し
た
場
合

繰
越
欠
損
金
は
５
，４
０
０
万
円
の
残

と
な
る
。
減
資
は
身
の
丈
に
合
う
会

社
に
つ
な
が
る
。（
開
発
会
社
か
ら
二

施
設
管
理
運
営
企
業
）

　

③
減
資
実
行
後
も
繰
越
債
務
は
残

る
の
で
、
経
営
や
財
務
改
善
を
み
き

わ
め
な
が
ら
対
策
を
と
る
。

問　

昨
年
度
会
社
と
し
て
の
借
入
は
。

答　

１
，７
４
０
万
円
で
あ
る
。

問　

私
は
い
ま
ま
で
、「
中
学
校
の

平
成
29
年
一
校
統
合
に
つ
い
て
は
無

理
が
あ
る
。
平
成
29
年
統
合
方
針
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
父
母
、
子
供
た

ち
の
意
見
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
が

大
事
」
と
の
立
場
で
、
議
会
内
外
で

活
動
し
て
き
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
一
校
統
合

の
是
非
は
伯
仲
の
状
況
で
あ
っ
た
。

今
後
も
「
十
分
な
議
論
の
場
を
保
障

す
る
こ
と
が
大
事
」
と
考
え
る
。
今

後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

答　

本
年
夏
ま
で
の
間
は
、
小
中
学

校
運
営
協
議
会
を
中
心
に
、
各
学
校

に
お
い
て
教
育
委
員
会
が
提
示
し
て

い
る
久
賀
中
学
校
へ
の
一
校
統
合
に

こ
だ
わ
ら
ず
「
ま
ず
は
子
供
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い

か
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
育
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
中
学
校

が
良
い
の
か
」
を
協
議
し
て
い
た
だ

く
。
そ
の
協
議
結
果
を
持
っ
て
、
夏

休
み
最
後
に
開
催
す
る
学
校
運
営
協

議
会
で
、
他
校
の
意
見
を
交
え
て
協

議
す
る
。

　

そ
の
後
た
た
き
台
で
示
し
た
、
①

久
賀
中
学
校
統
合
案
②
統
合
中
学
校

の
学
校
概
要
を
参
考
に
協
議
し
③
各

運
営
協
議
会
ご
と
に
取
り
ま
と
め
④

教
育
委
員
会
に
各
運
営
協
議
会
ご
と

に
調
査
票
と
し
て
11
月
中
に
出
し
て

い
た
だ
く
。

問　

小
学
校
、
中
学
校
の
統
廃
合
問

題
は
あ
る
意
味
で
町
づ
く
り
の
基
本

と
考
え
る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

答　

小
中
学
校
が
、
そ
の
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
役
割
や
、
集

落
機
能
を
維
持
す
る
う
え
で
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
異
論

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

広田清晴議員

バ
ブ
ル
期
の

　
負
債
処
理
は
大
事
な
課
題

中
学
校
一
校
統
合
は

　
　
　
　
急
ぐ
必
要
な
し

グリーンステイながうら
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問　

椎
木
町
長
は
、
平
成
20
年
10
月

の
町
長
選
挙
に
「
合
併
し
て
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
見
事
に
初
当
選
さ
れ
、
財
政

健
全
化
や
賑
わ
い
の
創
出
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昨
年
度
よ
り
大

島
・
久
賀
地
区
の
公
共
下
水
道
工
事

や
、
今
年
か
ら
始
ま
る
浮
島
へ
の
海

底
送
水
事
業
が
あ
る
。

　

ま
た
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
東
南
海
・

南
海
地
震
に
備
え
て
の
災
害
対
策
。

現
在
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
の
高

齢
者
福
祉
対
策
等
ま
だ
ま
だ
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
る
４
つ
の
政
策
の
基
本
目
標

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
是
非
と

も
椎
木
町
長
の
続
投
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
重
要
な
時
期
に
椎
木
町
長
の

優
れ
た
行
政
手
腕
に
期
待
し
出
馬
の

ご
意
思
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

答　

私
は
平
成
20
年
10
月
、
初
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
24
年
10
月

に
は
「
観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人

構
想
」を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た「
交

流
か
ら
定
住
へ
」
を
キ
ャ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
定
住
対
策
を
一
番
に
掲
げ
再
選

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
間
、
町
議
会
の
皆
様
を
は
じ

め
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
職

員
と
と
も
に
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
元
気
に
こ
に
こ
安
心
の
島
」
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
参
っ
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
町
長
と
し
て
の
一

番
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、
合

併
直
後
の
あ
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

経
験
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、
各
政

策
の
ベ
ー
ス
に
な
る
財
政
の
健
全
化

が
第
一
で
あ
っ
た
。

　

住
民
福
祉
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

行
財
政
改
革
を
進
め
、
財
政
の
健
全

化
に
努
め
て
参
っ
た
。

　

お
蔭
様
で
合
併
時
よ
り
単
年
度
で

人
件
費
が
８
億
円
の
減
少
、
公
債
費

は
11
億
円
の
減
少
、
２
６
２
億
円
あ

っ
た
町
債
残
高
を
86
億
円
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
財

政
調
整
基
金
に
つ
き
ま
し
て

も
51
億
円
ま
で
造
成
し
、
漸

く
中
期
的
な
財
政
運
営
へ
の

道
筋
は
つ
け
ら
れ
た
も
の
と

感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
会

並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
お
蔭
で
あ
り
ま
し
て
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
財
政
的
に

は
成
果
の
出
て
き
て
い
る
反

面
、
人
口
減
少
問
題
は
合
併
時
よ
り

更
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人
構
想

の
中
で
新
た
に
観
光
の
柱
と
し
て
瀬

戸
内
の
ハ
ワ
イ
を
発
信
、
体
験
型
修

学
旅
行
の
誘
致
な
ど
を
通
じ
て
、
昨

年
の
観
光
交
流
人
口
98
万
人
と
な

り
、
１
０
０
万
人
が
現
実
の
数
字
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
は
、
ア
ワ
サ
ン
ゴ
な
ど
の
貴

重
な
海
域
で
の
エ
コ
ツ
ア
ー
や
小
型

ク
ル
ー
ザ
に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。

バ
イ
ク
や
自
転
車
ツ
ア
ー
の
掘
り
起

し
な
ど
を
進
め
交
流
人
口
１
０
０
万

人
を
達
成
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
働
く
場
の
確
保

と
交
流
人
口
を
い
か
に
定
住
へ
繋
げ

る
か
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
更
に
大
胆
に
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
充
実
し
た
子
育

て
支
援
に
よ
る
定
住
策
。
実
効
性
の

あ
る
防
災
対
策
、
更
な
る
健
康
寿
命

の
延
伸
な
ど
の
重
点
課
題
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
私
に

課
せ
ら
れ
た
天
命
で
あ
る
と
の
考
え

に
至
り
、
次
期
町
政
運
営
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
10
月
の

町
長
選
挙
に
臨
み
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平野和生議員

次
期
町
長
選
挙
へ
の
意
向

出馬表明する椎木町長
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「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
来
る
」
随

筆
家
で
、
物
理
学
者
で
も
あ
っ
た
寺

田
寅
彦
氏
が
関
東
大
震
災
に
語
っ
た

と
さ
れ
る
警
句
は
い
ま
だ
に
有
効
性

を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
淡

路
大
震
災
」
か
ら
16
年
後
、
平
成
23

年
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

か
ら
５
年
後
、
平
成
28
年
の
本
年
４

月
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」
日
本

は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

近
隣
で
は
、
土
砂
災
害
や
風
水
害

を
受
け
た
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
幸

い
周
防
大
島
町
で
は
、
平
成
16
年
の

台
風
被
害
後
、
大
き
な
災
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
日
ま
で
は
、
大
変
恵
ま
れ
た
地

域
だ
と
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、南
海
ト
ラ
フ
は
、

近
い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
は
現
段
階
で
は
予

測
で
き
ま
せ
ん
が
、
台
風
・
豪
雨
・

土
砂
災
害
は
気
象
情
報
で
予
測
で
き

ま
す
。
自
然
を
決
し
て
甘
く
見
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
の
防
災
対
策
ば
か
り
で
な

く
、
災
害
国
に
住
む
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、「
天
災
を
忘
れ
な
い
」
と

い
う
決
意
を
固
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
で
自

然
災
害
の
怖
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
防
災
に
対
す
る
認
識

を
改
め
、
災
害
に
向
き
合
う
備
え
を

官
・
民
一
体
と
な
り
、
地
域
の
絆
を

大
切
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

「 

自
然
に
対
す
る
謙
虚
さ
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
！
」

　

防
災
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

久
保
雅
己

柳
井
地
区

　
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

　

魚
谷
洋
一
議
員
↓
久
保
雅
己
議
員

【
議
員
研
修
】

・
柳
井
地
区

　
　
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会

目
　
　
的

　

構
成
市
町
議
会
相
互
の
連
携
と
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

派
遣
場
所

　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

期
　
　
間

　

７
月
28
日
㈭
午
後
３
時
〜

講
　
　
師

　

合
同
会
社
フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ

　
　

代
表　

水
津
陽
子
氏

演
　
　
題

　
町
つ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り

　
　
〜
地
域
資
源
の
見
つ
け
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
活
か
し
方
〜

派
遣
議
員

　

議
員
全
員

【
町
人
会
関
係
】

・
広
島
周
防
大
島
町
人
会

目
　
　
的

　

会
員
と
の
情
報
交
換
・
交
流
を
通

し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
大
島
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

派
遣
場
所

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

期
　
　
日

　

７
月
17
日
㈰
午
前
11
時
30
分
〜

派
遣
議
員

広
田
清
晴
議
員
、
濱
本
康
裕
議
員

新
山
玄
雄
議
員
、
小
田
貞
利
議
員

尾
元　

武
議
員
、
荒
川
政
義
議
長

天
災
を
忘
れ
な
い

＝ 

人
　
　
事 

＝

＝ 

議
員
派
遣 

＝

「
議
会
傍
聴
」

　

議
会
で
は
定
例
会
（
３
・
６
・

９
・
12
月
）
と
臨
時
会
等
を
傍

聴
で
き
ま
す
。
開
催
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆

さ
ん
の
傍
聴

を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

地震で倒壊した家屋
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今
年
の
１
月
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク

の
担
当
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
島
庁
舎
の
定
住
促
進
協

議
会
に
席
を
置
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
い
る
と
大
島
へ
の
移
住
を

希
望
し
「
空
き
家
」
を
探
し
て
い
る

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
で
行
っ
て
い
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
は
現
在
10

件
に
届
き
ま
せ
ん
。
移
住
希
望
者
が

増
え
て
い
て
、
空
き
家

自
体
の
数
は
多
い
の
に

貸
せ
る
物
件
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
歯
が
ゆ

い
状
況
で
す
。

　

人
が
住
む
状
態
に
す

る
に
は
修
繕
費
が
か
か

る
、
不
用
品
を
撤
去
す

る
の
が
大
変
な
ど
、
手

を
つ
け
に
く
い
問
題
で

解
決
す
る
に
は
時
間
が

か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
こ
と
か

ら
ひ
と
つ
ず
つ
や
り
、
一
件
で
も
多

く
の
空
き
家
を
ご
紹
介
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

東
京
で
約
11
年
半
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
働
い
た
の
ち
に
、
憧

れ
だ
っ
た
ハ
ワ
イ
へ
渡
り

１
年
半
の
間
、
現
地
の
通

販
会
社
に
て
デ
ザ
イ
ン
関
連
の
仕

事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
過
ご

す
う
ち
に
、
帰
国
後
は
山
口
へ
帰
り

地
元
の
役
に
立
て
る
デ
ザ
イ
ン
関

係
の
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
の

周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
制
作

に
応
募
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
島
の
方
々
と
繋
が
り

を
深
め
な
が
ら
周
防
大
島
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
の
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、

島
内
外
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
映
像

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン

と
ハ
ワ
イ
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

”瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
”
周
防
大
島
の

ス
テ
キ
な
魅
力
を
、
映
像
や
デ
ザ
イ

ン
を
通
し
て
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
議
員
定
数
に
つ
い

て
議
論
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

６
月
定
例
会
に
お
い
て
「
現
行

16
人
」
を
「
14
人
」
に
次
期
選

挙
か
ら
議
員
定
数
を
２
人
削
減

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
は
、平
成
23
年
に
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、上
限
が
撤
廃

さ
れ
ま
し
た
。
議
員
定
数
を
何
名
に
す

る
か
は
、
各
自
治
体
の
意
思
で
決
定
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、議
員
が
何
人
必
要
な
の
か
、何
人
が

適
当
な
の
か
、
明
快
な
理
論
的
根
拠
が

な
く
、難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。議
員

の
人
数
は
多
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の
議
会
は
、

政
策
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
議
員
活
動

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
、皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
協
力
・

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
（
吉
田
芳
春
）

委
員
長 

吉
田　

芳
春

副
委
員
長 

濱
本　

康
裕

委　

員 

平
川　

敏
郎 

田
中
隆
太
郎

 

今
元　

直
寛 

松
井　

岑
雄

 

尾
元　
　

武

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

町の地域おこし協力隊員に委嘱された
山﨑千寿さん（右側）と福田友美さん（左側）

地域おこし協力隊
山
﨑
千
寿
隊
員

福
田
友
美
隊
員

竹伐り大会に参加の皆さんと（前列中央）

～ 抱 負 ～

空
き
家
情
報

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！


